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5. ວທີິທດົລອງ 

(1) Ã¹ÉÄ³¦¾¨À ṏº¤°È¾­¡½ª÷¡ 1 ª÷¡. 

(2) ¥¾©­̃­Àºö¾ª÷¡êóÀÍõº´¾ì¼­Ã¦À¦­ 

ÁêÈ¸§̂ª¾´¦¿Á¦¤¢º¤Ä³¦¾¨ÀÍõºì½ 

ª÷¡. 

(3) À¸ì¾¥¿­¸­¢º¤¡½ª÷¡À²š´¢ô­Àêˆº 

ì½ 1 ª÷¡ , ¦ñ¤À¡©¦ó¢º¤Á¦¤Á È̈¡½ª÷¡.  

 

4. ò̧êó°½ìò©  

 (1) Àºö¾­ÕÀ¢í¾Ã­¡½ª÷¡. 

 (2) Ã§É ó̄Á É̄©©ø© ( Íõ¸È¾ êÒ©ø© ) Àºö¾­Õ­ö´´¾µº©Ã¦Èª÷¡­Õ ¯½´¾­ 3 µº©ÁìÉ¸, 

¦„­¢¸©À²̂ºÃ¹É ­Õ Áì½ ­ö´¯½¦ö´À¢í¾¡ñ­.       

 (3) ¥ñ©ª¼´¡½ª÷¡Á®®­̃­Ã¹ÉÄ©É 5 ª÷¡. 

3. º÷¯½¡º­  Œ  -¡½ª÷¡À ȫ¾ 5  ª÷¡ , ­Õ­ö´ ( Íõ¸È¾ ¦½®ø¢º¤À ñ̄­­Õ Áì½ ­Õ ñ́­«ø²œ­ ) ,  

                      Â£´Ä³¦¾¨ , ó̄Á É̄© ( Íõ¸È¾ êÒ©ø© )  Áì½ ­Õ 

2. ¥÷©¯½¦ö¤  Œ  ­ñ¡»¼­ປະຖມົ ¦¾´¾©ເຂົົ້າໃຈກຽ່ວກບັìñ¡¦½­½¢º¤Á¦¤ ໂດຍການທດົ

ລອງ “ °½ìò©êó¸êñ©¢º¤ª¾À¸ñ­ªö¡©ò­ ” Ä©.  

(¡¾­ È̄¼­Á¯¤¢º¤¦ó¢º¤êÉº¤³É¾). 
 

1.  ຫວົຂ ົ້  Œ   ìñ¡¦½­½¢º¤Á¦¤ ( ປ.4 ບດົທີ 38 ການເຄ ່ ອນທ່ີຂອງແສງ ) 

6. Ï¾¨À¹©             

    À¸ì¾µ¾¡Ã¹É­ñ¡»¼­À¢í¾Ã¥¡È¼¸¡ñ®¡¾­ È̄¼­Á¯¤¢º¤¦ó¢º¤êÉº¤³É¾©É¸¨¦…¤ê†À¹ñ­¢º¤        

  ¡¾­¡½Á¥¡¡½¥¾¨¢º¤Á¦¤. 

     

7. ¥÷©¦¿£ñ­     

(1) Ã¹É­ñ¡»¼­£ò©À ñ̄­¹ ñ̈¤¦ó¢º¤êÉº¤³É¾Á È́­¦ó³É¾¦½Á©¤º¾¡¾­©É¸¨ª¾. 

(2) Ã¹É­ñ¡»¼­£ò©À ñ̄­¹ ñ̈¤¦ó¢º¤ª¾À¸ñ­ªö¡©ò­Á È́­¦óÁ©¤¦½Á©¤º¾¡¾­©É¸¨ª¾. 

(3) Ã¹É­ñ¡»¼­£ò©À ñ̄­¹ ñ̈¤¦ó¢º¤À´¡Á È́­¦ó¢¾¸¦½Á©¤º¾¡¾­©É¸¨ª¾. 
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5.  実験方法  

(1) １本の ペットボトルを立てて、後

ろから懐中電灯の光を当てる。 

(2)  ペットボトルを 1本ずつ懐中電灯

と一直線になるよう並べていく。 

(3)  ペットボトルを１本増やすごとに

ペットボトルを通してみる懐中電

灯の光の色を観察する。  

4.  準備 

 (1) ペットボトルに水を入れる。 

 (2) 水の入ったペットボトルに、スポイト(ストロー)で 3滴ほど牛乳(豆乳)

を入れてよく混ぜ、水を白くする。    

 (3) (1)(2)で作ったペットボトルを 5 本用意する。 

 

3.  材料  Œ  -空のペットボトル 5本、牛乳(または豆乳、液体せっけん、床用ワ

ックス)、懐中電灯、スポイト(またはストロー)、水 

2.  ねらい  Œ  太陽光に見立てた懐中電灯の光を空気分子に見立てた牛乳を入

れた水を通過させることで青空や夕焼けを再現するという実験

を通し、児童が空の色の変化について理解できる。 

 

1.  単元  Œ  光の性質 ( 4 年生 単元 38 光の進み方 ) 

6.  備考             

   光の性質の発展的な内容として、散乱現象によって空の色や夕焼けの色が

生じることを理解させる際に、本実験を行う。 

     

7.  指導のポイント  

(1)  空はなぜ青く見えるのか考えさせる。 

(2)   夕焼けはなぜ赤く見えるのか考えさせる。 

(3)  雲はなぜ白く見えるのか考えさせる。 

  


